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theE忽 痂θθη漉Century珈Eπg伽4,1884.)をもってイギ リス産 業革命 につ いて集 中的 に分
析 研究 し,そ の体 系化 にほぼ成 功 した最初の人物 で あった と言 い うる。彼 の研究 は,イ ギ リス
産 業革命 の現実 を直 視 した研 究 であ ったが,理 論 的 には古典 派経 済学 とその内部 あ るいはその
影 響下 にあ った改 良主義 にかな り依拠 した もので あった と思 われ る。 しか し彼 の産業 革命研究
が 偉大 であ った ことに は変 りが ない。
トイ ンビー は,「産 業革命 の本質 は,以 前 に富の生産 お よび分配 を支配 して いた中世 的諸規制
(1;
に代 って競 争が現 れた こ とであ る」 と言 って い る。 アダム・ス ミス(AdamSmith)は,『国富
論 』(Wealthof!>認oη ∫,1776.)に お いて,諸 国民 の富 の性質 と諸原因 につ いて研 究 し,自 由
競 争の正 当性 を主張 し,ト ーマ ス ・ロバ ー ト・マルサ ス(ThomasRobertMalthus)}ま,『人
口論 』(AnEssayonthePrincipleofPopulation,1798.)において貧 困の諸原 因の研究 を行




1969,p.85.(ア ー ノ ル ド ・ トイ ン ビ ー 著,塚 谷 晃 弘 ・永 田 正 臣 共 訳r英 国 産 業 革 命 史j1951
年,92頁)。
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ofPoliticalEconomyand:Taxation,1817.)において富の分配の法則 ついて研究 し,ジ ョ
ン・スチュアー ト・ミル(JohnStuartMi11)は,『 経済学原理』(Principleso}PoliticalEconomy,
1848.)に おいて生産の法則 と分配の法則 との差異について研究 し,さ らに富はいかに分配され
るべきか について研究 した。
トイ ンビーは,古 典学派の巨頭たちの理論的影響 を受けているが,と くにアダム ・ス ミスに
よって最初 に主張され,同 学派の人たちによって継承 された同時代の支配的理念であった自由
競争の必然性を彼の産業革命論のなかに とり入れた。また彼は,ア ダム ・ス ミスの楽観論では
な く,マ ルサス的 ・リカー ド的悲観論を とり入れると同時にジョン・スチュアー ト・ミル的改
良主義の理論をとり入れ,彼 独特の産業革命論すなわち激変論(突 発論)・悲観論 ・改良主義的
体制弁護論 を構築 した。
トインビーは,産 業革命を,技 術革命 を基礎にした農業革命,工 業革命 として把握 し,同 時
に農村人 口の急減 と都市人口の激増,商 業 と交通の飛躍的発展 として とらえ,さ らにそれらの
相互的諸関係の同時的発展 としてとらえている。彼 は,こ のような多面的な変革すなわち産業
革命 を勃発せ しめた原動力が中世的規制 に代って競争が現われた ことだ としている。彼 は,産
業革命が,先 行的準備過程における諸条件の蓄積を前提にして,す なわち量的発展を前提 にし
て,技 術的 ・経済的 ・社会的変革,す なわち質的転換が行なわれた とは考えていない。彼 は,
産業革命 を技術的 ・経済的な連続的発展過程のなかでの発展のより高まった過程 としてとらえ
ていない。産業革命は,競 争 を原動力 として激発 した ものであ り,突 発的 ・偶発的に起 った も
のであると言っているかのごとくである。あきらかに産業革命連続論の立場 をとっていない。
産業革命の進展によって二大階級が続出 し,資 本家的利益の増大 と労働者の労働条件 と生活
水準の停滞 ・低下傾向が進行 し,両 階級間の対立が激化 した。 トインビーはこのような歴史的
現実を直視 して,ジ ョン ・スチュアー ト・ミルの改良主義の主張を参考にして,い っそう合理
的な改良主義の理論を展開 した。すなわち 「競争は疑 いもな くその効用をもっている。競争な
くしては進歩は不可能であろう。というのは進歩は主 として外か らやって くるものである。人々
をして努力せ しめるものは外部の圧力である。…しか しここではわれわれは,生 産における競
争 と分配 における競争 とを区別せねばならない。… というわけは,生 産 においてお互いに他に
打ち勝たんとする人々の間の闘争 は社会 にとって有益である。共同の生産物の分配についての
人々の争 いは有益ではない。…事実競争の初期の時代 には,資 本家たちは労働者を抑圧するた
めに全力 をもって賃金 を飢餓点にまで引下げた。 この種の競争 は抑制 されねばな らない。競争
が団結か立法によって,あ るいはその両者によって緩和されることな くして長 く続いた歴史的
事例 は全 くない。 イギリスにおいては,そ の二つの救済策が前者は労働組合 を通 じて後者は土
場立法によって,実 施されている。過去 においては他の救済策が適用された。治安判事 による





トインビーは,産 業革命 を可能にした原動力は,自 由競争であり,競 争がさらに産業革命 を
多方面にわたって進展させ,資 本主義体制 を発展させた と考 えている。生産における競争は社
会 にとって,す なわち資本主義社会 にとって有益であるが,「 共同の生産物の分配」についての
競争は,社 会にとって,資 本主義社会にとって有害であると考えている。すなわち資本家が労
働者に極端 な低賃金 と劣悪労働諸条件をおしつけ,生 活水準 を低下(窮 乏化)さ せ,悲 観的状
態を'つくり出すことは,資 本主義社会にとって有害であるとしている。分配上の,資 本家によ
る労働者への一方的おしつけは,団 結(労 働組合),立 法(工 場立法)に よって是正(調 整)す
ることが産業革命後の社会 にとって有意義であるし,可 能であるとしている。資本主義 に内在
する基本的矛盾については,全 くふれ られていない。
以上のところが らもあきらかなように トインビーの産業革命観は,古 典学派,と くにアダム・
ス ミス,ジ ョン・スチュアー ト・ミルの理論的影響を受けながら,彼 独特の産業革命突発論(激
発論)・ 悲観論(窮 乏化論)・ 社会改良主義(修 正主義)の 観点か ら構築されている。
このような トインビーの古典的 ・伝統的産業革命観(論)は,そ の主要な部分がハモンド夫
妻(J.L.HammondandBarbaraHammond)によって継承され大成された。ハモンド夫妻
の産業革命論は,古 典的 ・伝統的範疇に所属するものであった ことには間違いない。なお トイ
ンビー,ハ モンド夫妻の産業革命論 は,よ り詳細な資料 と理論によって裏付 けられながらポー
ル・マン トー(PaulMantoux)に よって,第1次 大戦前ではありながらより近代的な展開への
ステップとしての産業革命論 として継承されることになる。 さらにマン トーによって体系化さ
れた産業革命論 をマル クスの資本制的蓄積の理論の視点から,よ り特殊化 し,概 念化 した研究
者がモー リス・ドッブ(MauriceDobb)で ある。 また近代的な数量的方法 という産業革命楽観
論者 自身の武器 をもって楽観論者の立場に多 くの疑問をなげかけ,そ れによって産業革命論に
(3)
おける悲観論者の論拠 を復活させたのはホブズボーム(E.J.Hobsbawm)で ある。彼の産業革
命論 は,今 日(第2次 大戦後)に おける近代的悲観論であると言いうる。
II.古 典 的産業 革命観 のハ モ ン ド夫妻 によ る継承
(トインビーとハモンド夫妻の相違点と共通性 ・継承性)
産業革命論 において最初に古典的 ・伝統的体系を与えたのは トインビーであ り,そ れを継承
(2)710ッ 励 θ廊IndustrialRevolution,pp.86-87.(アー ノ ル ド ・ トイ ン ビ ー 著,前 掲 書 邦 訳,95
頁)。
(3)EditedbyC.StewartDoty,TheIndustrialRevolution,1969,p.84.(C.スチ ュ ワ ー ト・ド
ー テ ィ編 ,永 田 正 臣 監 訳,熊 岡 洋 一 ・友 松 憲 彦 共 訳 『原 典 産 業 革 命 論 史 』1975年,157頁)。
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してより精密な形で体系化 した人物 はハモンド夫妻であるということについては前述 した とこ
ろが らもあきらかな通 りである。「トインビーが まず重大な関心を払った産業革命の社会的諸影
響,と りわけその もた らした社会的弊害に注目し,そ れを重視 した ものがハモンド夫妻であっ
(4)
た」。 また トインビーの社会改良主義(修 正主義)も,ハ モン ド夫妻の産業革命論の中に見事に
とり入れられ,ジ ョン ・スチュアー ト・ミル以来の伝統的思想 を継承 している。
トインビー とハモンド夫妻の継承性あるいは共通性について述べる前 に,若 干の相違点につ
いて指摘すれば次の通 りである。ハモ ンド夫妻は,ト インビーのように産業革命の本質 を競争
の出現,あ るいは産業革命 を可能にした起動力あるいは原動力 を競争 として とらえず,産 業革
命の先行的諸条件 として,工 業 とくにファスチャン工業の発展,商 業 とく}ご外国貿易の発展(と
りわけ綿花輸入の増加),綿 紡績 とくにそれに必要な湿潤な気候,紡 績ないしはその他の作業場
に必要な水力の源である多 くの流水,豊 富な石炭の存在 を重視 している。イギリス産業革命は,
以上のような諸要因を歴史的前提条件にしなが ら,工 業 とくに木綿工業などにおける一連の諸
発明,お よびアメ リカ合衆国における諸発明などに依存 して勃発 した とみている。
以下の点 は トインビーとも共通 しているが,ハ モ ンド夫妻は,産 業革命が,人 間を資本家へ
の労働力の提供者 として再編成 し,資 本家的利潤の拡大 を目的 とした物的生産力の増大を追求
したために人間軽視の風潮 をつ くり出 したとみている。 このような見解 は,産 業革命が物的富
の増大,と くに資本家的富の増大に貢献 したが,人 間の幸福 ・福祉の増大,と くに労働者の生
活水準の向上には必ず しも直ちに役立たなかった と.いうトインビー的主張を継承 している。改
良主義的主張を別 にして,こ の点だけをとってみれば,ハ モン ド夫妻の見解はマルクス(Karl
Marx)や エンゲルス(FriedlichEngels)と も共通する点をもっている。ハモン ド夫妻によれ
ば,産 業革命は,階 級闘争 をつ くり出さなかった(マ ルクスやエ ンゲルスとあきらかに異なる)
が,力 の不均衡(disproportionofpower)を いっそう拡大 し,「結果的には,産 業革命は,初
期の工場においてあれ程激烈であった弊害のすべてを産み出 したのではないにしても,そ れら
(5}
の弊害をはるかに広い範囲に拡大 し,そ して弊害についてのしつこさをより増大 させた」。
ハモン ド夫妻によれば,産 業革命は,資 本家による労働者 の人権無視,資 本家への従属,具
体的には低賃金 と長時間労働,幼 年工問題,都 市における人 口過密,住 宅問題,穀 物 ・食肉等
の価格 の急上昇,死 亡率の増大(と くに都市 において)等 の社会的弊害をあらたにつ くり出し
た。すなわち労働者の実質賃金の低下,労 働環境の悪化,人 権無視,生 活水準の低下 という悲
観的情況が現出 した。
しかし,ハ モンド夫妻によれば,イ ギ リスは,産 業革命のもたらした弊害 に満ちた社会を,
秩序ある社会に改善するという仕事に正面から取 り組まなければならない最初の国であったが,
(4)永 田 正 臣 著 『イ ギ リス 産 業 革 命 の 研 究 』1973年,14頁 。
(5)J.L.HammondandBarbaraHammond,7物θ1～舵 α〆ModernIndustry,1925,p.206.
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そのために偉大な努力をした。すなわち 「19世紀の中葉 までに,イ ギリスがこの新 しい大混乱
(newchaos)の 中から一つの社会を創造する仕事のために,行 なわなければならない主要な諸
貢献を見分けることが可能 となった。 これ らの諸貢献 とは,工 場法(factorylaw),行 政事務
(civilservice),お よび労働組合(tradeunions)で あった。 これらの諸影響 によって,こ の新
しい革命的世界は,次 第にしか も不本意なが ら市民的秩序(civilorder)を 承認するようになつ
(6}
た」 としている。
トインビーから継承され,ハ モ ンド夫妻によってよ り確固たるものとなった古典的 ・伝統的
産業革命論 は,資 本主義社会の確固たる出発点 としての産業革命の社会的影響,す なわち社会
的弊害を重視 した悲観論の立場をとっている。 しか もハモ ンド夫妻は,ト インビーからの伝統
を保持 しなが ら,産 業革命によって生 じた弊害 を,さ らに産業革命以後の資本主義社会の諸矛
盾,す なわち害悪 を社会改良主義 もしくは修正主義の観点か らする諸政策によって除去ないし
は改善 ・修正 しうるものと考 えている。従って,ハ モンド夫妻の産業革命論 ・生活水準論 ・悲
観論は,改 良主義的な体制弁護論の範疇に所属 していると言いうる。
HI.マ ン トー の近代的体系化昏のステ ップとしての産業革命観
トインビー,ハ モンド夫妻 は,資 本主義社会 に固有の諸矛盾の確固たる原点を産業革:命に求
め,産 業革命 の革命性 とそれのもた らした社会的影響,と くに労働者の窮乏化 ・生活水準の低
下 に着目している。 また深刻な社会的弊害を除去するために社会改良主義の必要性 ・重要性を
提唱 している。 これらの諸点 は,よ り膨大で,詳 細 な資料 と20世紀初頭の帝国主義的環境の中
で洗練された理論 とをもったマン トーによって発展的に継承 された。しかしマン トーの産業革
命論は,ト インビーにおけるような突発論的側面 はもちあわせず,楽 観論者のアシュ トンとは
異なる側面 をもっているが,共 通的側面 も感 じられる連続論の立場 をとっている。アシュトン
の産業革命論が楽観論 ・連続論であるのに対 して,マ ントーの産業革命論は悲観論 ・連続論で
あった と言い うる。
マン トーの著書の中で産業革命の連続的性格 を主張 した部分をかなり散見出来るのであるが,
著書の冒頭 においては,そ して主要なところにおいては,産 業革命の革命的性格 とその論拠を
発展の急速 さと深刻な社会的影響 ・重大な結果 と関連 して理解 している。すなわち 「近代的大
工業(grandeindustriemoderne)の 誕生 したのは,18世 紀の最後の3分 の1期,イ ギ リスに
おいてである。当初からその発展はきわめて急速で,ひ とつの革命 に比すべき重大な結果をも
(7)




translatedbyMarjorieVernon),p.25.(ポー ル ・マ ン トー 著,徳 増 栄 太 郎 ・井 上 幸 治 ・遠 藤
輝 明 共 訳 『産 業 革 命 』1964年,3頁)。
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としている。彼は,産 業革命 をはっきりと政治革命以上 に重大な結果をもた らした革命 とみて
い る。 このようなr産 業革命 は,19世 紀のはじめの年代で完了した とは言えないのである。…
しかし,そ れにもかかわらず,近 代的大工業がすで に存在 してお り,そ の基本的要素について
〔8)
みれば,確 立 されてい る」とマン トーは強調 している。そして次のようにも言っている。「アー
ノル ド・トインビーは,産 業革命史を書 きはじめて早世 してしまったが,産 業革命史を1760年
の始期か ら1820年 もし くは1830年 まで,も ってゆこうとしていた。 しか しわれわれは,決 定的
と思われる次の諸理由から,19世 紀の初年でとどめようと決心 した。 この時期 に,あ らゆる発
明の中で群をぬ く蒸気機関の発明 もふ くめて,偉 大 な技術的発明は,実 用の領域 に突入してい
た。機械 の細部を別 として,近 代的工場 と全 く同じものが,こ の時期 にすでに多数存在 してい
る。工業人口の大密集地帯は形成されはじめ,工 業 プロレタ リアー トは出現 し,す でに大部分
破棄 された手工業の旧規制は自由放任制度に席をゆずり,し か もその自由放任制度にして も,
すでに人々が漠然 と予感 していた ように,必 然の圧力によって,屈 すべ き運命にある。工場立
法の端 を開いた法律は,1802年 発布 された。 その時期からすでに,す べての条件は設定され,
〔9)
残る道 は,そ の発展を辿るだけである」 としている。彼は,産 業革命 と言われるべき革命は18
世紀の最後の3分 の1期 から19世紀の初頭 までであり,こ の時期 に産業革命の決定的部分が確
立 した と見ている。この点はあきらかに トインビー と異なる点である。通常,産 業革命は,1760
年代か ら1830年 頃にかけて行なわれた と言われている。あえてこの通説 を否定するものではな
いが,産 業革命 を技術 的 ・経済的 ・政治的 ・社会的変革 として とらえるならば,1760年 代か ら
1830年 代,さ らには1840年 代 まで と考 えることが妥当であるように思われる。すなわち産業革
命期は,ハ ーグリーブスによってジェニー紡績機が発明された1764年 頃か ら穀物法が廃止 され
る1846年 ないしは航海条令が廃止され る1849年 頃 まで と考 えられな くはないように思われる。
またマン トーは,産 業革命を研究するに当って地理的にはイングランドの国境内にとどめてい
る。マン トーは,莫 大な資料 にもとづいて大著をものにしているが,産 業革命の時期 と地理的
範囲 については,き わめて限定的にとらえている と言える。
産業革命 によって登場 した大工業は,「一定の組織,一 定の生産制度」であり,「その影響 は
全経済制度 に,し たがって,富 の増殖 と分配の諸条件が支配す る社会制度 におよぶ」と考えら
れている。産業革命は,大 工業における生産制度が全経済制度,全 社会制度に重大な影響 ・重
大な変更 をもたらした変革 としてとらえられている。彼の大工業の生産制度の特徴 は次の通 り
である。① 「大工業は,生 産高の促進 と増大のために,生 産手段の集中と増加を行 なう。大工
業 は機械 を使用する。機械 は絶対的な正確 さとお どろくべき速度をもって,き わめて複雑な,
苦 しい作業を遂行する」。② 「大工業は,機 械 を運転するために,多 数の男女 ・児童労働者 を集
(8)PaulMantoux,oρ.6'∫.,p.486.'(前 掲 書 邦 訳,689頁)。
(9)PaulMantoux,oρ.oゴ'.,p.43.(前 掲 書 邦 訳,29頁)。
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合 させる。…労働者 はますます増加 して組織化 され,こ こに一大企業が形成 され る」。 そして,
「まぎれ もない工業国家」が形成される。③ 「人間労働 と機械力の展開される背後には,資 本が
働 いている。そして資本は,た えざる自己増殖のために生産をおし進める自己の法則一営利追
¢①
求の法則 によって引きず られている」 とされている。
次に,マ ン トーによる産業革命の一般的性格,と くに技術的,経 済的,社 会的観点か らみた
産業革命 とは次のようなものである。
① 「技術的観点か らみれ嫉 産業革命は生産 を不断に促進 し,増 大することの出来る生産方
法の発明 と使用 とに依存 している。たとえば,繊 維工業におけるような機械的方法(mechanical
Processes)や 冶金工業におけるような化学的方法(chemicalProcesses)な ど」の発展 と採用
砕ご依存 している。「これらの諸方法 は,少 なくとも最初は,科 学上の理論的な発見の適用 に由来
するものではない」。②経済的観点から見れば,産業革命 は資本の集積(concentrationofcapital)
と大企業の発展(growthoflargeundertakings)を特徴 としている。 この大企業の機能は例
外的な事実ではな く,工 業の正常な形態 となる傾向をもっている。 この資本の集積は,し ばし
ば技術的な発明の結果 と考 えられてお り,そ れ も若干の根拠 をもってはいるが,も ともとある
程度 まではそれらの発明に先行 している。資本の集積}ホ本質的に商業に属す る現象であ り,商
人階級が工業の領域をしだいに掌握するようになったことと照応 している」。③社会的な観点か
ら見れば,産 業革命は非常に広範で深刻な結果を伴 っていたので,こ れらを簡単 な図式で総括
しようとするのは不遜のそしりをまぬかれないであろう。政治革命が果 した ように,産 業革命
は社会の法的形態(1egalformofsociety)を 変更 しなかったとして も社会の実体(sabstance
ofsociety)そ のものを更新 した。産業革命はい くつかの社会階級を生みお としたが,今 後 この
αD
諸階級の発展 と対立 とは現代の歴史 をうずめつ くすのである」。
以上の ように,マ ントーは,産 業革命を技術的,経 済的,社 会的観点から鋭 く考察し,そ の
断続性,と くに革命性 について主張しているかのように見受 けられ るが,次 のような諸点を見
ればむ しろ産業革命の連続的性格 をより以上に強調 しているように思われる。「しかしなが ら,
われわれ自身がこれ までに指摘 してきた事実のい くつかを根拠にすれば,こ うした問題 に関す
る限 り革命は存在 しなかったということ,つ まり,こ れ らの社会階級 はすでに存在 しており,
かな り以前からその闘争ははじまってお り,そ の性格を何 ら変えなかった ということを証明し
ようとす ることも出来 よう。事実,私 がこれまでたえず関心 をよせてきた問題の一つは,も っ
とも急速な諸変化自体の内に,諸 現象の連続性を明示することであった。そして,こ の点につ
いて,わ れわれはどんな変化 も奇跡の ように突如 として生起 したのではなく,早 くか ら準備や
予告や下 ごしらえがなされていないような変化は一つ もなかったということを知 った。 これら
GoPaulMantoux,oゆ.6∫'.,pp.25-26.(前掲 書 邦 訳,4-E頁)。
口DPaulMantoux,oφ。罐.,pp.486-488.(前掲 書 邦 訳,689-692頁)。
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の下準備 を皮相 な検討によって曖昧にして しまった り,後 続現象 と混同 した りすることはあや
まりであろう。われわれはこうした二重のあやまりをおかさないように気を付 けてきた。こう
して,機 械制度の以前 に機械が存在 したことや,機 械制工場の以前にマニュファクチュアが存
在 したことや,産 業資本主義の出現,工 場プロレタ リアー トの形成以前に団結や同盟罷業が存
在 したことな どを,わ れわれは知ることが出来た。 しか し,社 会の一般大衆 は緩慢にしか動い
てゆかないだけに,こ の新 しい要素の作用を直ちに感 じとれなかった。われわれはその作用の
存在 を考察するばか りでなく,そ れが周囲の事情とのか らみあいの中で占める地位やその歴史
的規模 ともい うべきものをも考察 しなければならない。産業革命はまさしく以前から着々 と積
み重ねられて きた諸力の伸張であり,そ のときまでかくされ眠ったままになっていた胚芽の突
然な発芽であ り,あ た り一面への群生である」と。
産業革命 を契機 として登場する本格的な資本主義的蓄積は,初 期農業資本家的色彩を持ちは
じめた牧羊業のためであれ,穀 物増産 のためであれ,農 民か らの土地の取 りあげを内容 とする
領主的=地 主的収奪や 「譲渡利潤」収奪 を内容とす る前期資本的収奪,す なわち資本主義的蓄
積の準備のための蓄積二 「先行的蓄積」あるいは 「本源的蓄積」 と重要な関連性 を持っている
ことは事実であるが,両 者 は範疇的に異なる資本蓄積であることを注意 しなければならない。
さらた産業革命前,す なわち封建的外皮の中での,初 期資本主義的農業 における資本家による
農業労働者収奪,初 期資本主義的工業すなわちマニュファクチュア(工 場制手工業)に おける
資本家 による工業労働者収奪 と,産 業革命を契機に技術的 ・経済的脆弱性を克服することによ
って登場 した近代的農業や工場制工業の下での資本家による労働者収奪とは,重 要な関連性 ・
連続性 を持っているが,同 時 に両者の間には越えがたい隔た り,断 絶性があった と考 えうる。
マ ントー は,産 業革命 を技術的 ・経済的 ・社会的観点から鋭 く考察 し,産 業革命が不連続の連
続である点を強調 もしているが,ど ちらかというと産業革命の異質的連関性 よりも連続性をよ
り強 く打ち出 しているように思われる。
マン トーは,マ ニュファクチュア と工場制工業 との関係 についても,連 続論的観点か らの考
察 をしてお り,マ ニュファクチュアを工業発展の一つの形態あるいは時期 としてはとらえず,
工場制工業への入口として とらえる側面が強い。すなわち,彼 は,「機械制工場の以前にマニュ
ファクチュアが存在 し」,「マニュファクチュアは多数の雇用労働者,作 業場 を支配する高度の
分業,近 代的工場 との多数の類似点などを持ってお り,お そらく顕著な様相を提示するもので
あろうが,し か し,マ ニュファクチュアは工業の発展において,そ れほど大きな位置を占めて
はいなかった。それは発展途上の一段階であり,し か も,や がての りこえられ る段階であって,
G3
そこでは発展段階をなす一定の停止期がほとんど区別されない」 というように連続論的観点を
U2)PaulMantoux,oφ.6".,pp.488-489.(前 掲 書 邦 訳,692頁)。
(13)PaulMantoux,op.o∫'.,pp.488.(前 掲 書 邦 訳,691頁)。
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強調 している。さらにマ ントーは,「マニュファクチュア と大工業の問には,戴 然たる区別がな




口的存在であった と同時に,封 建的外皮の中で,資 本主義的生産関係がはじめて形成 され,資
本家の下で,多 数の労働者 による分業に基づ く協業が典型的に展開された工業形態ないしは工
業的発展の一時期 としてとらえうるのではなかろうか。マニュファクチュア と工場制工業との
間には,連 続的側面 と異質的 ・断続的側面があったことについては,マ ントー も認めているが,
肝心なところで連続論におち入 っているように思われる。資本主義的体制は,封 建的体制の成
熟 を前提 としているが,産 業革命 は封建的体制に終止符 を打って資本主義的体制 を確立する契
機 となった変革であったのである。
IV.マ ン トー に よ る生活水 準論(悲 観 論)
マン トーは,工 場労働者の労働条件 と生活条件あるいは生活水準について も悲観論者の立場
から検討 している。先ず家内労働や小作業場の労働 と工場労働 との違いについて次のように述
べている。「家内労働や小作業場での労働に慣れていた労働者にとって,工 場の規律 はたえがた
いものであった。自宅な らば,低 賃金のため長時間働かねばならなかったとしても,き まった
時刻 もなしに,か ってに仕事をはじめた り,止 めた りすることが出来,自 分の思 う通 りに仕事
を分け,行 った り来た り,休 息のためにしばらく仕事を中止したり,さ らに望むなら,仕 事を
まる一日も休んだ りすることさえ出来た。また,手 工業親方の家で働 くと.きで も,い くらか少
な くはなるが,労 働者の自由がまだかな りの程度 に残っていた。彼 は雇主から深い溝 によって
隔離されているとは考 えなかった し,雇 主 との関係 も,人 と人 との個人的な関係 という性格を
残 していた。厳格な規律 にしばられず,魂 のない機械装置の冷酷な運動の中に,歯 車のように
⑮
まきこまれなかった。工場に入 るのは,い わば兵舎や牢獄に入 るの と同 じことであった」。
大工業で最低の賃金 と最低の労働条件で働 く多数の労働者は,家 内労働や小作業場 の崩壊の
中か らも生れたが,大 土地所有者の土地蚕食すなわち土地囲込みによって,農 業から工業へ,
あるいは農村か ら都市へなだれ込んだ浮動的人 口(floatingpopulation)の 中か らも生れ,ア
イルラン ドの沼沢地方やスコッ トランドやウェルズの山間地帯などの貧困地域からイングラン
ド都市部への移住者の中か ら形成された とマントーは主張 している。




Mantoux,oρ.`∫'.,p.419。(前 掲 書 邦 訳,584-585頁)。
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さらにマン トーは,工 場主にと6て もっ とも有利な婦人 と児童の工場での使用について言及
してい る。「繊維工業の場合,工 業家は,彼 らを困惑 させた問題について,い ま一つ別の解決法
を見い出した。それは婦人や,と くに児童 を大量に雇用す るとい う方法である。紡糸工の仕事
は簡単に覚 えることが出来,筋 力 をそれ程必要 としなかった。ある種の作業では,児 童の小さ
な身体 や繊細な指でも,機 械 の最良の手助 けになった。そのうえ,児 童はもっと別の理由か ら,
しか も,も っと決定的な理 由で一般 に歓迎 された。第一に,彼 らの無力さが,そ の従順 を保証
した。つまり,大 人なら簡単に屈従 しないような従属的状態 に,児 童 を容易 にお とし入れるこ
とが出来た。第二に,児 童 は安あが りであった。あるときには,成 人男子労働者が稼 ぐ賃金の
3分 の1か ら6分 の1ぐ らいまでの最低賃金が与えられ,ま たあるときには,全 報酬 として,
宿舎 と食料 を与 えれば,そ れで十分 であることもあった。第三(最 後)に,児 童は,少 な くと
も7年 間,多 くの場合成年 に達するまで,彼 らを工場 に拘置 してお くという徒弟契約によって
緊縛 されていた。 してみれば,児 童 を出来 るだけ雇傭 し,そ れだけ成人労働者の数を減 らす こ
とが紡績業者の利益になることはあきらかであった。こうして,ラ ンカシャーの最初の諸工場
は,児 童でいっぱいになっていた。た とえば,ロ バー ト・ピール卿(SirRobertPeel)は,自
o励
分のいくつかの作業場に,児 童を一度に1,000人 以上 も雇傭 していた」。
「これら不幸な児童たちの大部分 は,救 貧法の適用を受けたものであ り,彼 らは,そ の救済
を担当 した教区によって提供 された一売 られた ということも出来よう。 とくに機械工業の初期
の間,工 場が都市の外部に,し かもしばしば遠 くはなれて建設 されていた ときには,工 業家は
必要 とする労働力を,す ぐ近 くで調達す ることが非常に困難であった。他方,教 区の側では,
児童の救済義務か らまぬがれることのみを願っていた。紡績業者 と救貧委員 との間で,児 童の
利益にはならない としても,両 者 に有利な,児 童を商品 として取扱 うような,ま こうことなき
取引きが行なわれた。児童は,50人,80人,100人 と,一 まとめにして譲 り渡され,工 場へ向け
て家畜のように送 り込 まれ,そ こに長年閉 じ込められなければな らなかった。…労働者 は,当
然の ことなが ら,自 分の子供を工場 にお くることを拒否 した。 しかし,不 幸にして,彼 らの抵
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マ ソ トー は,初 期の紡績 工場 にお ける児童 の悲惨 な状 態 と児 童へ の残虐 行為 につい て次の よ
うに記述 してい る。「…初 期の紡績 工場 にお ける教 区の徒弟 の境 遇 は,こ とさ ら悲惨 で あ った と
い うことを認 めな けれ ばな らない。 彼 らは,孤 立 した建 物 の中 に閉 じ込 め られ,雇 主 たちの意
の ま まにな り,苦 境 か ら救 われ る とい う見込 み もない ままに,非 人間 的な奴隷 の状 態 に堪 え忍
ん でいた。彼 らの労働 時 間 は,体 力の完全 な消耗以外 に は何 も限界 がな く,14時 間,16時 間,
ときには18時 間 に もお よんだ。 その うえ,職 工 長 の賃金 は,そ れぞ れの作 業場 の実施 した仕事
の量 に応 じて増減 した ので,彼 らは一刻た り とも児童 を怠 けさせな かった。多 くの工 場 では,
40分 が 唯一の主要 な食 事 の時間 として認 め られ ていたが,そ の内20分 は機 械 の掃 除 に当て られ
た。 また,し ば しば,機 械 の運転 を中絶 しない よ うに,昼 も夜 も間断 な く仕事 が続 け られたが,
口⑳
この場 合 には,作 業班 がつ くられ交替 で働 いた。従 って寝床 が一度 も冷 た くな らなか った」。
工場 主の児童への残 虐行為の もっともひ どい例の一 つは,工 場 徒弟 ロバ ー ト・ブリンコー(Robert
・Blincoe)の 場合 であ った。 ブ リン コー は,1799年 に,約80人 ぐらい の一 団の少年 少女 といっ し
ょに,ノ ッテ ィンガム(Nottingham)の 近 くの ロー ダム(Lowdham)に お くられて きた。 リ
ッ トン工場(factaryatLitton)のエ リス ・ニー ダム(ElliceNeedham)とい う雇主 は,児 童
を拳 でな ぐった り,足 げに した り,乗 馬用 の鞭 でぶ った りした。 エ リス ・ニ ーダムの仕打 ちの
中で,た い してひ ど くない もの の一 つ は,爪 が突 きぬけ るほ ど強 く耳 をつね る ことで あった。
そ この 「職 工長 たちは,も っとひ どか った。 その一人 であ るロバ ー ト・ウッ ドワー ド(Robert
Woodward)は 巧妙 な拷問 を考 案 した。 ロバ ー ト・ブ リンコー の手 首 を しば って動 いて いる機
械 の上 に吊 り下 げ,機 械の往復 運動 に応 じて脚 を曲 げさせてお くこ とや,非 常 に重 い物 を肩 に
かつ いで冬 で もほ とん ど裸 で仕 事 をさせ るこ とや,彼 の歯 をや す りにか け るこ とな どを考 えつ
いたの は,こ の ロバ ー ト ・ウ ッ ドワー ドで あった。 その運 の悪 い子供 は,頭 が傷 だ らけになる
程 な ぐられた。 そ して,そ の傷 の手 当 をす る段 にな る と,そ の子 は先 ず ピッチ(Pitch)の 壺 を
かぶせ られ,髪 の毛 を むし りとられ た。 もし,こ の残虐行為 の犠牲者 が逃亡 しよ うとすれ ば,
us





Lion,1,p.183.こ の 部 分 に つ い て はJ.L.HammondandBarbaraHammond,The
:TownLabourer,1760-1832,Chap.Vmの中 で 十 分 に 説 明 が な さ れ て い る。1816Report,
p.115.PaulMantoux,op.癬.,p.423.(前掲 書 邦 訳,588頁)。
U9)丁 肋Lion,1,p.189-190.PaulMantoux,ox.碗.,pp.424-425.(前掲 書 邦 訳,589頁)。 ロ
バ ー ト・ブ リ ン コ ー は,工 場 制 度 の 道 徳 的,社 会 的 影 響 を各 地 の 工 業 都 市 で 調 査 し て い たJ.ブ ラ
ウ ン に よ っ て,1822年 に 見 い 出 され た 。彼 の 悲 惨 な 幼 年 時 代 の物 語 は,1828年 に カ ー ラ イ ル(R.
Carlile)の 編 集 す る 急 進 的 な 定 期 刊 行 雑 誌 『ラ イ オ ン』(TheLion)に 発 表 され,ま た,1832年
に はr貧 民 の 擁 護 者 』(勉 θpoorMan'sAdvocate',に発 表 さ れ た 。 も ち ろ ん,こ こ で は 例 外 的
な事 実 が 取 扱 わ れ て お り,し か も,絶 対 的 な 信 頼 を よせ る こ と が 出 来 な い よ う な,一 ジ ャ ー ナ リ
ス トに よ っ て 報 告 さ れ た もの で あ る こ とを,確 認 して お くべ き で あ る 《PaulMantoux,op.oゴ'.,
p.424.(前 掲 書 邦 訳,596頁)》 。
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このようなことは,き わめて厳格な監督制度が設 けられるまで繰返 し行なわれていた。「た と
え虐待や過重労働や睡眠不足などがなかった として も,発 育期の児童 に課された仕事の性格 そ
れ じたいが,彼 らの健康 をそこない体躯 を奇形化す るのに十分であった。 これにくわえて,黒
パ ン,オ ー トミル,古 くなって悪臭をはなつベーコンなど,食 物が悪 く,し かも不十分であっ
た。 リットン工場において,徒 弟 は工場の庭に飼ってある豚の飼桶の中の飼料 を手に入れよう
として,豚 とあ らそった。総 じて,工 場 は非衛生的であり,工 場の建築家 も,そ の外観の立派
さに気 をつかうほどには,衛 生面 にあまり留意 しなかった。出来 るだけ場所 を無駄にしないよ
⑳
うに,天 井が低かったし,窓 は狭 くていつ もしめられていた」。
マ ントーは,成 人労働者の工場内における状態についても言及 している。「紡績工場 における
徒弟の状態によって,工 場制大工業におけるすべての労働者の状態を判断すべきではなかろう。
…成人の場合 にも,労 働時間 は非常に長かったし,作 業場 は混雑 して,不 健康であった し,監
督 は圧制的であった。横暴な雇主は,労 働者 に対 して暴力の代わ りに,卑 劣な術策 を弄 した。
労働者がたいてい訴 える弊害の一つに,工 場主が労働時間一その一刻一刻 は工場主にとって,
日々の利潤の一部分になったのであるが一 を延長す るために,労 働者から休息時間の一部 を文
字通 り盗んでいるとい うことがあった。食事の時間になると,工 場の時計 は奇妙 にも突然 に進
み,そ の結果,定 刻の合図が実際に鳴るより5分 か10分 ぐらい早めに仕事につかねばならなか
った。 ときには,も っと簡単で露骨な方法もとられ,雇 主が望む ときに休息や終業が行なわれ
⑫D
たし,労 働者 には時計 を持つ ことす ら禁止していた」。
マン トーは,資 本 と賃労働の対立が,産 業革命 よりも数世紀 も前からはじまっているが,産
業革命 を契機 にはっきりとあらわれたことを指摘 している。「一方の側では,工 場や機械の所有
者である工場主が,ど んな先行者の権勢よりも,は るかに強大な権勢を握 っている。すなわち,
工場主は自分 の資本 を所持 し,そ れは人間労働の蓄積によって急速 に増加 される。 また,彼 は
自分の機械装置 を所持 し,そ れが彼に とっては奴隷群のような役割 を果 している。そして,こ
の機械装置 に反対する一切の闘争は,な んの成果もな く惨敗におわるであろう。一他方の側で
は,労 働者 は,こ うした権勢 に圧倒 されつつ,以 前 よりも無力になったと考えている。たいて
いの場合にそうであったが,以 前にはた とえ労働者が支給 され る賃金に異議を唱 えることが出
来なかった として も,雇 主 と彼 との間に少な くとも個人的な折衝 くらいは,自 由な ものではな
(2①The、Lion,1,PP.149,184. .Z∂ ゴ4.,1,PP.214-215.AShortEssayzσ γ髭'θη プb7the
ServiceofProprietors(ゾCoκ072Mill:andthePersonsemployedtherein・1784,P。9・
SirBenjaminDobson,Humidity2nCottonSpinning,p.8.PaulMantoux,op.cit.,
p.425.(前 掲 書 邦 訳,589頁)。
⑫DFirstReportfromtheCentralBoardo}H.M.'SCommissioner…ontheEmployment
o}ChildreninFactories,1833,p.9.Alfred,The、FactoryMovement,1,p.283.Paul
Mantoux,op.oゴ∫.,p.427.(前 掲 書 邦 訳,591頁)。
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かったにしろ,と もか く存在 していた。機械制大工業のもとでは,… ある軍団の中に編成され
⑫
た一兵士になることである」と言っている。
産業革命によって紡績機械が発明 され,蒸 気機関が改良されて,工 場で使用されるようにな
ると,婦 人,児 童,ア イルラン ド人,ス コットラン ド人などが大量に雇傭 されるようになり,
イングランド生れの成人紡績工の賃金 をも低下させるに至った。初期産業革命の過程における
紡績過程の著しい発展によって,綿 糸の生産が急速に増大しが,織 布過程 はそれに伴って改善
されず,こ のアンバ ランスの中で織布工のみが一時高賃金 と比較的高い生活水準 を保持するこ
とが出来たが,1793年 の綿業恐慌によって織布工の賃金水準 と生活水準 に重大な影響が生じた。
マン トーはこの間の経済情勢の変化 と織布工の賃金の推移について次のように指摘している。
「機械制大工業の出現が賃金の全般的な騰貴 をもたらした と,早 急に結論すべきではなかろ
う。この騰貴 は,後 述するように,実 質的 というよりは表面的な ものであったし,多 くの工業
では,好 況期に労働力の流入が きわめて豊富であっただけに,騰 貴のあとにそれだけ破滅的な
低落が続いてきた。イギリス織布工の悲惨な苦悩がはじまったの も,こ のようにしてである。
紡績機が発明されたばか りで,イ ギ リス全体ではジェニー紡績機や水力紡績機によって生産 さ
れた綿糸をすべて織布にするだけの仔がなかった ときに,織 布工 はきわめて有利 な地位 におか
れていたが,そ の地位 も長 くは続かなかった。綿織布工にとっては,1792年 がこうした束の間
の繁栄の頂点をしるした。キャラコやファスチャンを織 っていた労働者 は,週 当 り15か ら20シー ㈱
リングを稼 ぎ,ビ ロー ドや上質のモス リンを織 っていた ものは,25か ら30シ リングを稼いだ」。
「しかし,その翌年には綿業恐慌がおこり,賃金はその直接的な影響 を受けた。ボル トン(Bolton)
の場合,製 造業者たちは失業の脅威的な増大 を制約するために,協 定 を結び,家 内労働者に対
して仕事 をさせ る量の最高限度を定めた。 この限度は週当 り10シ リングの賃金に照応 している。
その とき以来,賃 金 は低落 し続けた。ビロー ド一反の製織には,1792年 には4ポ ンドが支払わ
れたが,1794年 にはもはや2ポ ンド15シ リングを労働者にもたらすだけであり,1796年 には2
ポン ド,1800年 には1ポ ンド16シ リングになった。 これ と同時 に,反 物の巻尺 も長 くな り,40
ヤー ドの代 りに50ヤ ー ドを織 らねばならな くなった。 こうして熟練労働者でも,1日 に14時 間




伽)PaulMantoux,oρ.CZ1.,p.429.(前 掲 書 邦 訳,600頁)。
(23)Journalo}theHouseOfCommons,LV皿,884-885.Rゆ07プuponthePetitionso}〃 αs-
ternandノ ∂π7η¢y〃2θηWeaves,1800,pp.11-13.Journalso}theHouseo}Commons,L
V,pp.487,493.PaulMantoux,op.o∫'.,pp.433-434.(前 掲 書 邦 訳,604頁)。
⑳ReportfromtheCommittee…onthePetitions(ゾseveralCottonル1α η卿 伽7θzsα η4
JourneymenCottonWeavers,1808,p.21.Journalsofthe1∫o%∫ θofCommons,10σ.
C21.PaulMantoux,oゆ.CZ1.,p.439.(前 掲 書 邦 訳,604-605頁)。
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これ らの点についてもう少 し検討を加 えれば次の通 りである。紡績過程における技術的変革が
行 なわれ る直前の1760年 頃,織 布工が必要 とする原料 としての紡糸をみつけるのは非常に困難
であった。 しかしその後,紡 績過程 における変革が行なわれ,紡 糸の過剰現象がおこった。織
布工の数 は紡糸の生産量あるいは作業量に比較して十分ではな く,彼 らの賃金は急速に高騰 し
た。 ボル トンで変わり模様のモス リンを生産 していた織布工は,1792年 に,1ヤ ー ド当 り,3
シリングか ら3シ リング6ペ ンスまでの賃金を獲得 し,綿 ビロー ド織布工は,週35シ リングを
⑫5
獲得する という異常な情況であった。従って織布工たちは尊大 に構え,ス テッキを手に,帽 子
の飾 り紐 にこれ見 よが しに5ポ ンド札をはさんで,街 路 をのし歩いた。 ブル ジョアのような服
⑫$
装 をし,他 の職業の労働者には,彼 らの会合する居酒屋の広間に入 るのをことわった。
しか し,織 布工の黄金時代は一時的なものであり,長 く続かなかった。土地囲込みの拡大 と
紡績工程における機械化 とによって排出された多 くの過剰人口 とアイルランドやスコッ トラン
ドか らの移住者 とがなだれのように織布工程に侵入 しはじめると,織 布工の過剰状態 と低賃金
現象が一般化 し,彼 らの窮乏化現象が著 しくなり,黄 金時代の生活水準を継続することは困難
となった。1793年 におけるイギ リスの産業全般にわたる危機 は,織 布工の賃金だけではなく,
他 の部門の労働者の賃金をも引き下げた。マントーは,織 布工の高賃金が維持された時代に,
彼 らの人数が急増 し,1793年 の恐慌を契機に,織 布価格の低落を著 しくした とみている。すな
わち,彼 は,ボ ル トンにおける一ヤー ドの綿モス リン織布価格が,1792年(3シ リング),1793
年(2シ リング),1794年(1シ リング9ペ ンス),1797年(1シ リング6ペ ンス),1798年(1
⑳
シリング3ペ ンス),1799年(1シ リング2ペ ンス)に 低落 した と指摘 している。賃金が低落:し
ているにもかかわらず,こ の時期以後19世 紀の初頭 にかけて,人 口の増加,と くに産業革命 に
よる都市への集住,対 仏戦争などの影響によって食料 とくに穀物価格は急騰 し,労 働者の生活
水準 は著 しく低下 した。なお都市および工場地帯への人 口の集住 によって住宅問題,環 境問題
は深刻化 した。
カー トライ ト(EdmundCartwright)は1785年 に力織機(power-100m)を 発明 した。マン
トーによれば,力 織機は労働者の反対 と低賃金のために人間を使用する方がはるかに有利であ
ったのでその採用が遅れた と言っている。「1792年から1800年 の期間,力 織機は必要で もあった




p.244.(前 掲 書 邦 訳,322頁)。
㈱PlaceMSS.(BritishMuseum,Add.MSS.,27828),p.199.PaulMantoux,op.cit.,
p.244.(前 掲 書 邦 訳,322頁)。
⑫のPaulMantoux,op.6∫'.,p.244.(前 掲 書 邦 訳,329頁)。FifthReportfromtheSelectCon一
〃z'"6θon/1π たα粥andル 勉`ぬ 勿6η,1824,p,392。
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ても使用 しなければな らない というわけではなかった。カー トライ トは完全に破産し,や むな
⑫円
く特許権 を受託者の手に渡 して,苛 酷な債権者や悪辣な債務者の間で苦闘した」。
前述 したように織布工程 における労働者の賃金の低下,織 布価格の下落 という現象 も存在 し
たが,紡 糸の過剰 と織布工程 における技術的劣弱性をカバーするために,織 布工の経済的窮乏
を度外視 して力織機の採用がみられた。採用された機械の圧倒的競争力 によって,織 布工の賃
金はいっそう引き下げられ,彼 らの窮乏化はいっそうはなはだしくなった。機械 より人間を使
用 した方が有利な状態が何度か繰 り返された。 しか し 「19世紀初期,機 械織布の発展がようや
く開始 された。紡績工場において数百万錘 を数えるのに対 して,イ ギ リス全国で,ま だ数百台
の力織機があるだけだった。15才 の一人の少年によって,蒸 気で運転 された二台の力織機は,
⑳
熟練 した織布工が飛仔を使 って一反を織る間に,三 反半 を織 りあげることが出来た」。織布工の
賃金は,農 村や紡績工程からの多 くの人たちの侵入や,ア イルラン ドやスコットラン ドからの
.多くの人達の侵入 によってばか りではな く,今 度は力織機の本格的な採用によって,下 落し,




者は,出 来高払い制度によって優遇 されていたので,自 分の生計をたてることが出来たが,平
¢竈}
凡な労働者はその犠牲にな り,も はや自分の仕事を見つけることが出来なかった」。「最低賃金
は,通 常,婦 人 と児童の賃金であった。工場で成人男子の代わ りに,彼 らが雇用されたのはこ
の理由か らである。…以前には婦人労働や児童労働が,こ んなに需要 を持つ ことはなかった。




れたこの危険は,そ の後機械の使用が伸展するとともに消えていった。 というのは,機 械装置
が発達するにつれて,そ の操作が次第に困難になってきたからである。 こうして,ま たすぐに,
慨}
徒弟の雑踏す る作業場 を放棄 しなければならなかった」。しか しマントーは,成 人男子が別の危
(28)ノ ∂π7紹Z∫o}theHouseof,Commons,LVI,pp.271-272.(JohnCartwright'sevidence).
PaulMantoux,oρ.碗.,p.248.(前掲 書 邦 訳,325-326頁)。
⑫9)R.W.Cook-Taylor,乃θModernFactorSystem,p.94.S.Chapman,加ηα劫 初Co跡
onIndustry,p.28.,(チ ャ プ マ ン は,1813年 に イ ギ リス に は,2,400台 の 力 織 機 が あ り,そ の 内
の1部 分 は 水 力 に よ っ て運 転 さ れ て い た と して い る)。R.Guest,Compendious研s'o矧,PP.4'i
-48.PaulMantoux,oφ.o∫'.,pp.249-250.(前掲 書 邦 訳,327頁)。
(30)PaulMantoux,of.6∫'.,p.435.(前掲 書 邦 訳,606頁)。
(3DPaulMantoux,oρ.罐.,p.436.(前掲 書 邦 訳,607頁)。
(3Z;・PaulMantoux,oρ.碗.,p.436.(前掲 書 邦 訳,607頁)。
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険 をむかえただろうことをここで指摘すべ きであったろう。工場制工業の発展によって,彼 ら
の多 くがあきらかに相対的過剰人口化 していったのである。
マ ントーは,社 会的不幸,す なわち貧困の原因が(名 目)賃 金の上昇 よりも物価 の騰貴の方
がより著 しかった点に求めている。それ も1793年 か ら1815年 の対仏戦争の期間に絞 り込んで分
析 している。 この期間 は,彼 にとってはイギ リス産業革命の基本的部分が出そろった時代でも
あった。「社会的な不幸 を著 しく悪化 した ものは,1793年 か ら1815年 にかけて,イ ギ リスをおそ
った危機的な状況であった。われわれがすでに多 くの工業で確認することの出来た名目賃金の
上昇 は,戦 争によってひ きおこされた物価の騰貴 と釣 り合 っていなかった。 イギリス諸島は,
住民が消費する食料品,と くに穀物の一部をすでに外国から輸入 してh,そ の輸入は1770年
以降急速 に増加 した。海上貿易の規則的な流れが少 しで も妨害されれば,そ れだけで十分にイ
ギ リス国民の頭上に,今 にも飢餓の脅威が落ちて くる感 じを与えた。18世 紀の最初の3分 の2
期 は,相 対的に資源が豊富で,生 活が楽な時期であった。安楽…がブルジ ョアジーにばかりで
な く,民 衆の中に,た とえば,皮 靴 と白パンとがいっしょにあらわれたのも,ま さにこの時期
である。1765-1775年 は,全 般的な福祉の増進が停止 した時期をしるした。イギリスはあいつ
ぐ凶作に出会い,い た るところで生活費の高騰に対する不満がよびおこされた。たとえば,小
麦価格 は,1710年 以来,1ク ォーター当 り45シ リングを越 えることはめつたにな く,25シ リン
グ以下 に落ちることも度々あったが,1773年 の夏には,ロ ンドン市場で66シ リングにあがった。
…価格 はまもな くさが ったが,前 の時期の価格水準 にはもどらなかった。収穫が とぼしかった
ので,地 方的な飢饅をひ きおこしたほどであった。その一例 として1783年 の飢饅をあげること'
が出来 る。 こうして,1793年 に英仏大戦争が はじまった とき,労 働者階級の状態はすでにきわ
⑬
めて不安定な ものになっていた」。
「英仏戦争の最初の2年 は,食 料品の価格 にたい した影響を与 えはしなかった。小麦の価格
は,1792年 に1ク ォーター当り47シ リングであったが,1793年 に50シ リングへ,1794年 に54シ
リングへあがっただけであった。 しかし,1795年 と1796年 とに,凶 作によって未曽有の高騰が
生 じ,平 均価格で80シ リング以上 にもなった。たとえば,1795年8月 には,そ れが108シ リング
(39
にも達 した」。以上のような高穀物価格 は,一 時的な豊作 によって修正 され,1ク ォーター当 り
の小麦価格が1797年62シ リング,1798年54シ リング,さ らに一時的に5(シ リング以下にす ら下





-437.(前 掲 書 邦 訳,612-613頁)。
⑳Tooke,・op.cii.,II,p.182.PaulMantoux,の.6".,p.438.(前 掲 書 邦 訳,613頁)。
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なった。 す なわ ち,小 麦価格 は1799年 に75シ リング8ペ ンスに あが り,1800年 に は127シ リン
グ,1801年 に は128.5シ リング にあが った。 これ は文字 通 り飢餓価 格 であ り,4ポ ン ドのパ ン
㈲
が1シ リング10ペ ンス,つ ま り1ポ ン ド当 り5ペ ンス半 の高値 で販 売 された」。
マ ン トーは,上 記 の期間 中の穀物価格 の高騰 だ けではな く他 の食 料品 の価 格 の上昇 につい て
も次の よ うに指摘 して いる。「穀物 ばか りでな く,す べ ての主要 な食料 品の価格 も,最 下層の貧
民 が その重圧 に耐 え るこ とが出来 ない程 に,高 騰 した。1770年 か ら1775年 にか けて,肉 はポ ン
ド当 り3ペ ンスか ら4ペ ンス,チ ーズ は3ペ ンス半,ビ ール はガ ロン当 り8ペ ンス,馬 鈴薯 は
ブ ッシェル 当 り1シ リングか ら1シ リング4ペ ンス であ ったが,1795年 か ら1800年 にか けて は,
肉が地方 に よってポ ン ド当 り5ペ ンスか6ペ ンス,ま たは8ペ ンス,チ ーズが ポ ン ド当 り7ペ
ンスか ら8ペ ンス,ビ ール がガ ロン当 り10ペ ンス また は12ペ ンス,馬 鈴薯 が ブ ッシ ェル 当 り2
シ リングか ら3シ リングであ った。 しか も これ は凶年 の初 期 にお ける もので あ り,小 麦 の価格
6∞
が まだ クォー ター 当 り80シ リングにす ぎなか った ときなので あ る」。
ウ ェ ッブ夫 妻(Mr.andMrs.Webb)が 調 査 した 史 料 に も とづ いて,ノ ッテ ィ ンガ ム
(Nottingham)に お ける1742年 と1796-1806年 との物価比 較 を行 な えば,18世 紀 前半 の安定 し
た状 態 と18世 紀末葉 な い しは19世 紀初葉 の不安定 な状態,す なわち産業革命 前 と産業 革命勃発
後 の状 態,'ま た は産業 革命 前 と対仏大戦 争中 の状 態が明 確 にな る。
ノッティンガムにおける1742年 と1796-1806年 の物価比較表
品 名 単 位 1742年 1796-1806年
ペ ンス ペ ンス
パ ン 4ポ ンド 3 1シ リング2
チ ー ズ 1ポ ンド 2 8
バ タ ー 1ポ ンド 3.5 1シ リング3
塩 1ポ ンド 1 4.5
牛 肉 1ポ ンド 3 9
羊 肉. 1ポ ンド 1.5 7
小 牛 肉 1ポ ンド 1.5 8
豚 肉 1ポ ンド 2 8
塩 ベ ー コ ン 1ポ ン ド 3.5 1シ リング
鷺 烏 1羽 1シ リング2 5シ リング6
あ ひ る 2羽 1シ リング2 5シ リング6
若 鶏 2羽 8 4シ リング6
石 け ん 1ポ ン ド 3.5 10
ろ う そ く 1ポ ンド 4 10
大 麦 1ポ ンド 1シ リング 4シ リング4
オ ー ト 麦 1ポ ンド 8 3シ リ ン グ1.5
モ ル ト 麦 1ポ ンド 1シ リング6 8シ リング6
(注)ウ ェ ッブ 夫 妻 が 調 査 し た 史 料 に も とづ い て作 成 。 《PaulMantoux,op.C21.,P.439.(前掲 書 邦 訳,619頁)》 。
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以上のようにマ ントーは,統 計資料=具 体的数字 にもとづいて名 目賃金の上昇が物価の騰貴
に釣 り合っていなかった事実 を証明 しようとしているが,こ れ らのことは無謀な企てであって,
もっと重要なことは,直 接的な史料=具 体的な叙述 によって18世 紀末のイギリス労働者の窮乏
化状態 を明確 にす ることだ としている。「しかし,こ うした概算資料(approximatefigures)
を使って一般物価曲線(generalpricecurve)を 作成しようとすることは,わ れわれの見解に
よれば,科 学的な誠実 さを犠牲に してのみや りとげることが出来るような無謀な企てであろう。
まして,価 格の趨勢 と賃金のそれ とを数学的な関係 として比較することは,そ れを強引にやっ
てみたところで,ひ とつの撞着に しかならないであろう。 もっ と直接的な史料に,つ まり,18
世紀末のイギ リス労働者の状態をわれわれに提示 している具体的な叙述 に依存することが必要
βη
で ある」 として い る。
クラバム(J.H.clapham)は,実質賃金 の計算 に依拠 しなが ら,1790年 か ら1850年 までの 中
で,労 働 者が ます ます貧 困化 しつつ あった時期 に,む しろ彼 らの生活水準 が上昇 した ことをむ
りに強調 してい る。 しか し,マ ン トー は,上 述 の ところが らもあ き らかな よ うに クラバ ム以前
に,し か もク ラバ ム学 派(Claphamites)=楽 観 学 派(OptimisticSchoo1)=数量 的分 析 学 派
(QuantitativeSchool)以 前 にそれ らの論拠 を明確 に否定 して いる。そ して,マ ン トーは,ク ラ
バ ムの統計 的 ・数量的分析 方法 での攻撃 に よって,ク ラバム の統 計 を殆 ん ど容認 して し まって,
論議 を道徳 的 その他の非物質 的領域 に完 全 に移行させてしまったハモ ンド夫妻(J.L.Hammond
andBarbaraHammond)のクラバ ム の統 計の容認 以前 の本来 の理論 を よ り具体 的 にしか も理
論 的 に,よ り以 前 の段階か ら展 開 してい ると言い うる。同 じ楽 観学派 のアシュ トン(T.S.Ashton)
に よって見捨 て られた クラバム の不 十分 な統計的方法 な どをハ モ ン ド夫妻 は容認 す る必要 はな
か った のであ る。 マ ン トー は,ハ モ ン ド夫 妻が最初 か ら行 な っていた方法,す なわち直接 的な
史料 と具体 的 な叙 述に依拠 して18世 紀末葉 か ら19世 紀初葉 にか けての労働者 の状態 を分析 した。
アー サー・ヤ ング(ArthurYoung)が,フランス大革命 直前 にフ ランスに滞在 した とき,フ
ラ ンス人 の貧困 や苦悩 と比較 して,イ ギ リス人 の方が はるか に幸福 で ある こ とに気付 いた。 イ
ギ リス では,労 働 者が フラ ンス におけ るよ りもよい家 に住 み,よ い衣 服 を着 てお り,断 食 をす
る こ ともめった になか った。「しか し,だ か ら といって,彼 らの 日常 生活が贅 沢だ とい うの で は







Mantoux,⑫.o∫'.,p.439.(前 掲 書 邦 訳,614頁)。
(37,PaulMantoux,op.cit.,pp.439-440.(前 掲 書 邦 訳,614頁)。
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けっしてなかった0南 部の諸州では,一 年中パンとチーズを食べていなければならないことが
多かった し,北 部ではそのほかに大麦かオー ト麦のおかゆに脱脂乳をふ りかけて食べていた。
馬鈴薯 は,イ ギ リスの場合,フ ランスにおけるよりも急速に栽培されるようになったのである
が,大 衆的な食料の中に占める位置はさまざまで,す でにかなり重要になっている地方もあれ
6母
ば,ま だほとんど知 られていない地方 もあった」。1770年 頃に,馬 鈴薯は,ラ ンカシャーですで
に重要な地位 を占めてお り,農 耕民は,小 麦やその他の穀物の収穫 よりも,馬 鈴薯の豊作を期
伽)
待することが多かった。その後,産 業革命の進展 と都市化の拡大,対 仏大戦争の勃発 ・拡大,
凶作,穀 物価格の急騰が見 られるようになると,イ ギ リスにおいて,と くに都市やランカシャ
ーの工業地帯 において,馬 鈴薯の食料の中に占める割合がいっそう増大 した。1846年 における
穀物法(CornLaw)の 廃止は,ア イルランドにおける馬鈴薯の不作が直接的な原因になった く
らいである。
「紅茶の消費 は,18世 紀におどろく程増加 しているのが見 られ,ビ ールでは高価過 ぎる人々
にとって,紅 茶が 日常の飲み物 になった。それは,ど んな貧乏人でも,紅 茶 を飲 まないですま
ω
す よりは,砂 糖 なしで紅茶を飲んだ程であっ』た」 とマン トーは指摘 している。ランカシャーの
ケンダル(Kenda1)の 織布工の1795年 度の家計では,紅 茶 と砂糖の支出が ビールの約2倍,パ
じ
ンおよび小麦粉の約半分になっている。「紅茶の消費 は,牛 乳が高すぎたので,そ れにとってか
㈹
わった。 こんな場合には,紅 茶 は富裕の証拠 にならない」 し,紅 茶の消費がたとえ上昇 したか
らと言っても生活水準の向上を意味するわけではない。むしろこの時代の紅茶の消費の高さは,
イギリスの労働者の貧困化の指標 を示す一部 とさえ見 られた。
「肉は食卓にめったにあ らわれなかった。1795年 に,ハ ンプシャーの州治安官が,農 業労働
者は少な くとも週三回肉を食べ られるようになるべ きだ という要求をした とき,彼 らは全 く実
{②
現のしようもない希望 を表明していたわけである」。当時,紅 茶 は庶民によって常飲されていた
が,肉 はほとんど庶民の食料 として食卓に供せられず,農 民 においては とくにひどかった。
マントーは,肉 の消費 については,若 干恵 まれていた ことを指摘 していると同時にアルコー
ル中毒が貧困の結果で もあ り,そ の原因で もあることを強調 している。「この点,都 市の労働者
はい くぶん恵 まれていた。彼らの場合には,肉 はもはや贅沢な料理ではなかった。そして,ビ
(38)Eden,of.o露.,1,p.496;II,p.812.AnnalsofAgriculture,VILp.50.Enfield,His-
toryofLiverpool,p.5.ThoroldRogers,op.6f'.,V11,p.555.Edenop.6π.,II,
pp.767,770;III,cccxxxixff.PaulMantoux,op.6∫'.,p.440.(前 掲 書 邦 訳,615頁)。
(39;Enfield,op.諺.,p,5.PaulMantoux,ox.6∫'.,p.440.(前 掲 書 邦 訳,619-620頁)。
(40;Eden,op.cit.,II,p.767.D.Davies,TheCaseoftheLabourers加Husbandry,
p.37.PaulMantQux,op.cit.,p.440.(前 掲 書 邦 訳,615頁)。
(41D.Davies,op.6∫'.,p.37.PaulMantoux,oρ.o〃.,p.440.(前 掲 書 邦 訳,620頁)。
(4i)AnnalsofAgriculture,Wl,p.50.(BrecQnshire,Wales,1787).Zδゴ4.,XXV,p.356ff.
PaulMantoux,op.罐.,p.440.(前 掲 書 邦 訳,615頁)。
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一ルやジン酒の消費を減 らしさえずれば,疑 いもな く,も っと肉を購入する回数をふやすこと
が出来た。しかし,ず っと以前からイギリスに被害 を与 えてきたアルコール中毒が,貧 困の結
果であると同時に原因でもあったことを忘れてはならない。数ペンスあれば誰で も酔 っ払い,
自分の家に戻れない程酔 っ払ったお客には,亭 主が無償で冷たい藁の寝台を貸 してくれるよう
な一杯呑屋(straw-house)の 存在を,労 働者階級の福祉を示す もの と考 えることは出来 ない。
飢饅の年で も,世 間の窮迫が増加する割合 と比べて,飲 酒癖 はそれ程減少 しなかった。労働者
たちは,子 供 に食べさせるものがパ ンとかびの生えた馬鈴薯 しか家 になかった ときでも,依 然
㈲
としてジンを飲んでいたのである」。当時の貧民すなわち労働者の飲食物は,パ ンとチーズ,そ
れに牛乳か紅茶 と水,若 干のビールかジンであった。肉は日曜 日以外には一度 も食べていない
状態であった。 この肉は売れのこりの,あ まり鮮度 のよくないものであった。 これが当時の食
生活水準であった と言いうる。この水準が フランスや ドイツの労働者の食生活水準 よりもある
いはやや高かったかも知れないが,産 業革命中のイギリスの労働者の水準だ とすれば,産 業革
命前の労働者 とたいして変 らなかったか,あ るいはやや低かったか も知れない。住宅事情 も考
慮に入れて生活水準を見 るとすれば,産 業革命中の労働者は,そ れ以前の労働者 よりも悪い情
況 にあった と言い うる。マン トーは次のように続けている。
「産業革命はこうした苦悩…の原因ではなかった。確かに,機 械の使用が人間労働の廃棄,
または減少をもた らすかぎりにおいて,産 業革命はこれ らの苦悩をますます悪化させた。しか
し,産業革命がもっと直接的で,も っと悲惨な結果をもたらしたのは,住宅問題(housingproblem)
に関 してである。諸工業の中心地の急速な成長 は,最 悪の結果を伴 うような過剰な人 口密集 を
直ちにもたらした。一マ ンチェスターには1800年 になる以前か らすでに労働者街があ り,そ こ
には狭 くて陰気な路地や,そ れ程広 くもない部屋に青白 く虚弱な人々が ぎっしり詰込まれてい
るような荒れはてた家屋があった。多 くの人々が空気の流通の悪い,光 もさしこまない地下室
にの
に住んでいた」と指摘 している。1793年 の医学報告書 は次のように述べている。「貧乏人がとく
に難渋 しているのは,地 下室の窓の不足である。熱病 はそのあ りふれた結果であ り,… 多 くの
場合肺病 の原因は,こ のほかになかった」。次に木賃宿(low-classlodginghouses)に ついて
見れば,そ の 「光景は,筆 舌につ くしがたい程である。多 くの場合,昨 日田舎か ら出て来たば





pp.440-441.(前掲 書 邦 訳,615-616頁)。
ωPaulMantoux,ox.読.,p.441.(前 掲 書 邦 訳,616頁)。
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㈲
の が普 通 であ った」。
V.マ ン トー への結 語
マントーは,以 上の諸点 を考慮 しなが ら次のように結論 づけている。「工業都市が大 きくなる
につれて,悪 弊がより深刻にはならない として も,ま す ます広がって行 く。 しかし,そ の性質
'
や原因 は依然 として同じものである。どんなにひどい家に住み,ど んなに悪い食事であったと
しても,イ ギリスの労働者は価格の上昇に比例 して,支 出を切 り詰めることが出来なかった。
多 くの場合,支 出が収入を超過 し,恐 慌 にでもなれば,小 人数の家族でも労働者の家計はほと
ん ど赤字であった。この不足分を補 うために,労 働者の家族は公共の慈善 に依存せざるをえな
かった。 こうして,イ ギリスの労働者階級の状態に関する研究 も,救 貧法(PoorLaw)や 救貧
㈲
院(workhouse)を 検討 しなければ,ま だ完壁 とは言 えないのである」。「産業革命 は,一 方に
おいて,そ の経済的諸結果 として旧規制の解体 を早めるとともに,他 方において,そ れの社会
㈲
的諸結果 として,新 しい法律(legislation)を 制定する必要と義務 を生み出したのである」。彼
の言う新 しい法律あるいは規制 とは,工 場法 を中心 とする労働立法の制定 ・改正のことである。
工場法は,産 業革命期における女子および年少者保護 を内容 とする労働者保護のための労働立
法であると同時に近代的労使関係の確立 を目標 とした労働立法であった。 その主な内容は,成
年男子労働者 と資本家 との自由な相互的交渉による労働諸条件の決定,同 時に,就 業時間,就
業年令,就 業場所などの制限,ト ラック ・システム,寄 宿舎制度,前 貸制度などの原生的労働
関係の排除 を含んでいた。工場法は1802年 に 「徒弟の健康 と道徳保全に関する法律」 として制
定 され,1833年 に9-13才 の9時 間労働,18才 以下の12時 間労働などが定められ,工 場監督官
の制度が設 けられることによって大 きく前進 した。44年 に8-13才 の6時 間半,婦 人の12時 間
労働,47年 に婦人 ・児童の10時 間労働が定められ,そ の後 も改正 された。工場法において,工
場監督官の制度が設 けられ,多 くの点での条文の改正が行なわれたが,現 実的には工場監督官
の目をかすめて,あ らゆる違反行為が資本家によって行なわれた。それにもかかわらず,マ ン
トーは,ト インビー以来の悲観学派の社会改良主義路線 を守って,工 場法 を中心 とする労働立
法ない しは社会立法の改正およびそれの現実への適用によって,工 場制工業 を,そ して近代資
本主義を修正 ・改良出来ると考 えた。彼 は,産 業革命の革命性を主張すると同時にそれの連続




don,1792.PaulMantoux,op.cit.,pp.441-442.(前 掲 書 邦 訳,616-617頁)。
(4f)Eden,oρ.厩.,II,pp.767-770;III,cccxxxix.PaulMantoux,砂.6".,p.442.(前 掲 書
邦 訳,617頁)。
㈲PaulMantoux,op.6∫'.,p.486.(前 掲 書 邦 訳,686頁)。
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実への適用によって軽減 し,新 しい情況の展開が可能 と見ている。同時に彼は,産 業革命期 に
発生 した戦争,凶 作などを産業革命 とは別の範疇 として とらえることによって産業革命の悲観
(41)
的側面 をかな り削 りとっている。産業革命 と戦争や凶作 との諸関係をよりいっそう重視 して産
業革命の本質規定を行なう必要があったように思われる。
㈹ 産業革命とその時期における戦争や凶作 とを全 く別の範疇 として理解し,産業革命の悲観的側面
を全 く削りとって,そ れの楽観的側面を見事に強調した人物は,楽観論者であり連続論者である
アシュトンであった。
